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令和７年  第２回定例会
会期　６月３日（火）〜５日（木）

６/３ 一般質問	 中津川議員� （Ｐ２）
	 田代議員・寺嶋議員� （Ｐ３）
	 井上議員・南雲議員� （Ｐ４）
	 武尾議員・吉田議員� （Ｐ５）

６/４ 一般質問	 飯田議員・北村議員� （Ｐ６）
委員会審査	 総務文教常任委員会
	 産業厚生常任委員会

６/５ 委員会審査	 総務文教常任委員会（条例）
議案審議等
　　	委員会報告１件（条例）、議案８件（条例・契約・補正予算）、

同意１件、報告５件	ほか

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。
　町では、一般質問の録画映像をYouTubeにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員の２次元コードを読み取りご覧ください。パソコン等から視聴さ
れる方は「松田町議会 YouTube」と検索していただくと、ご覧いただけます。

　
寄
地
区
で
は
、
移
住
定
住

策
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
が
昨

年
度
か
ら
展
開
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
管
理
セ
ン
タ
ー
の

改
修
を
メ
イ
ン
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
拠

点
整
備
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
事
業
の
内
容
や
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

大
規
模
災
害
時
に
行
政

自
ら
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

有
す
る
こ
と
に
な
る
管
理
セ

ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に
改

修
し
活
用
す
る
の
か
。

１
階
は
談
話
ス
ペ
ー
ス

や
ミ
ニ
ス
ト
ア
ー
、
サ
ウ
ナ

を
新
設
し
、
浴
室
の
拡
充
、

窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
配
置
替

え
な
ど
を
行
う
。
２
階
は
客

室
床
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
な

ど
内
装
の
更
新
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
寄
地
域

の
観
光
の
核
と
し
て
総
合
的

な
窓
口
機
能
や
情
報
発
信
機

能
を
備
え
る
と
と
も
に
地
域

の
特
産
品
を
販
売
す
る
施
設

と
し
て
活
用
す
る
。

スポーツによる交流
人口の増加を図り、
若年世帯の移住定住
に繋げていく
回答（町長）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備

拡
充
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

附
帯
施
設
も
含
め
た
全
体
計

画
に
つ
い
て
。

計
画
で
は
、
令
和
８
年

度
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面

的
な
再
整
備
と
増
設
、
更
に

は
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト

イ
レ
が
備
わ
っ
て
い
る
施
設

の
設
置
を
行
う
予
定
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
を
将
来
に
繋
げ
る
た

め
に
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

の
受
け
入
れ
環
境
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
町
の
考

え
は
。特

定
の
競
技
や
種
目
を

指
定
す
る
の
で
は
な
く
、
利

用
者
の
要
望
を
く
み
取
り
、

町
内
の
各
施
設
を
活
用
し
て

幅
広
く
受
け
入
れ
る
。
寄
地

区
で
は
、
み
や
ま
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
活
用

し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
小

学
校
体
育
館
を
活
用
し
た

フ
ッ
ト
サ
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
受
け
入
れ
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の

一
部
改
正
２
件
、
契
約
４
件
、
補
正
予
算
２
件
を

審
議
し
、
同
意
１
件
、
報
告
５
件
（
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
、
予
算
繰
越
計
算
書
ほ
か
）
を
受
け

ま
し
た
。

寄
地
区
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
に
つ
い
て

質
問
者

　
中
津
川  

定
雄　
議
員

寄自然休養村管理センター１階
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現
時
点
の
計
画
で
は
、
新

松
田
駅
北
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
に
係
る
都
市
計
画

決
定
は
令
和
７
年
11
月
に
、

再
開
発
（
マ
ン
シ
ョ
ン
他
）

の
工
事
は
令
和
10
年
５
月
に

着
工
し
て
、
令
和
11
年
12
月

に
完
成
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長
に

お
伺
い
し
ま
す
。

再
開
発
は
地
権
者
や
県

と
の
様
々
な
調
整
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
初
計
画
よ
り
延

伸
し
て
い
る
。
最
大
で
何
年

の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

６
月
中
旬
の
準
備
組
合

総
会
に
て
、
施
行
区
域
を
定

め
る
議
案
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
議
決
を
経
て
要
請
さ
れ

れ
ば
、
町
と
し
て
都
市
計
画

法
に
定
め
る
手
続
き
を
開
始

す
る
。
そ
の
後
、
本
組
合
の

設
立
や
権
利
変
換
計
画
の
認

可
を
得
て
工
事
に
着
工
し
、

令
和
12
年
１
月
の
「
ま
ち
び

ら
き
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

市街地再開発事業
は令和１２年１月を
完成目標とする

回答（町長）

再
開
発
ビ
ル
等
の
建
物

の
他
に
、
駅
前
広
場
や
自
由 

通
路
な
ど
に
係
る
町
の
工
事

負
担
額
は
、
10
億
６
０
０
０

万
円
か
ら
33
億
６
５
０
０
万

円
に
増
加
し
た
の
で
、
後
年

度
の
財
政
運
営
に
影
響
は
な

い
の
か
。

町
の
財
政
負
担
額
は
、

駅
周
辺
整
備
基
金
10
億
円
余

と
起
債
23
億
円
余
の
財
源
を

見
込
ん
で
い
る
。
再
開
発
事

業
完
了
後
に
は
固
定
資
産
税

等
の
町
税
収
入
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
後
年
度
の
財

政
運
営
に
影
響
が
無
い
と
見

込
ん
で
い
る
。

再
開
発
事
業
は
４
年
程

の
歳
月
を
要
し
、
町
の
未
来

が
か
か
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

一
方
、
町
長
が
定
め
た
多
選

自
粛
条
例
は
５
月
22
日
の
臨

時
会
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

町
長
の
任
期
は
９
月
で
す
の

で
、
４
期
目
の
立
候
補
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。先

月
の
臨
時
会
で
多
選

自
粛
条
例
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

４
期
目
の
立
候
補
は
熟
慮
し

て
い
る
の
で
、
し
か
る
べ
き

時
期
に
結
論
を
出
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

暑
い
季
節
を
迎
え
体
調

管
理
に
気
を
付
け
る
時
期
で

あ
る
。
室
内
の
温
度
調
整
や

外
出
を
控
え
る
な
ど
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
世

帯
へ
エ
ア
コ
ン
の
購
入
設
置

費
用
を
補
助
す
る
考
え
は
。

高齢者世帯へ
エアコンの購入設置費用
を補助

回答（町長）

家
庭
に
エ
ア
コ
ン
が
１

台
も
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
同
居
す
る
世
帯
の
う
ち
、

町
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
、

エ
ア
コ
ン
購
入
費
用
の
一
部

を
最
大
８
万
円
ま
で
補
助
を

行
う
。寄

み
や
ま
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
人
工
芝
は
夏
場
に
熱
中
症

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性

が
あ
る
。
予
防
策
と
し
て
散

水
、
暑
い
日
中
の
活
動
は
避

け
る
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

町
の
熱
中
症
の
予
防
対
策
は
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

定
め
る
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中

の
熱
中
症
予
防
運
動
指
針
」

で
は
、
暑
さ
指
数
が
28
以
上

31
未
満
の
場
合
は
、「
激
し

い
運
動
は
中
止
す
る
」
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
際

は
利
用
者
に
休
憩
場
所
と
な

る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
木
陰
で

休
憩
を
取
る
こ
と
な
ど
の
注

意
喚
起
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
国
の
助
成
が
終
了
と

な
り
自
己
負
担
が
増
え
て
い

る
が
、
町
と
し
て
助
成
す
る

考
え
は
。

令
和
７
年
10
月
か
ら
開

始
と
な
る
高
齢
者
等
に
対
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
接
種
は
、
１
６
０

０
０
円
程
度
に
な
る
こ
と
を

見
込
ん
だ
場
合
、
町
が
１
０

５
０
０
円
を
負
担
す
る
こ
と

で
、
接
種
者
の
自
己
負
担
額

を
５
５
０
０
円
と
す
る
。

市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る

�
都
市
計
画
決
定
等
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代　
実　
議
員

熱
中
症
対
策
と
高
齢
者
等
の

�

予
防
接
種
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋　
正　
議
員

新松田駅北口
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駅
周
辺
整
備
事
業
完
成

時
の
町
の
財
政
負
担
は
。

町
の
財
政
負
担
は
、
約

33
億
６
５
０
０
万
円
。
財
源

内
訳
は
、
基
金
10
億
７
０
０

万
円
、
起
債
23
億
５
８
０
０

万
円
。駅

前
広
場
の
小
田
急
電

鉄
用
地
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
南
口

の
用
地
の
購
入
は
。

小
田
急
用
地
は
再
開
発

事
業
で
権
利
変
換
を
予
定
し
、

町
の
土
地
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
用
地
は
協
議
が
進
み
、
町

土
地
開
発
基
金
会
計
で
購
入

予
定
。ご

み
処
理
施
設
を
含
め

た
公
債
費
負
担
は
。

駅
周
辺
整
備
事
業
の
償

還
金
、
年
１
億
６
９
５
０
万

円
、
上
地
区
ご
み
処
理
施
設

の
償
還
金
相
当
は
、
年
９
３

５
０
万
円
、
実
質
公
債
費
比

率
の
最
高
値
は
２
０
４
２
年

で
15
．
８
％
。

再
開
発
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、

商
業
施
設
、
町
公
益
施
設
な

ど
の
施
設
維
持
管
理
費
等
に

つ
い
て
町
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。再開発事業は、多くの

方々のご意見をいた
だき、町民に理解いた
だける事業にする
回答（町長）

床
の
運
用
・
処
分
な
ど

の
責
任
や
、
維
持
管
理
費
は
、

所
有
者
が
負
担
す
る
の
で
町

が
維
持
管
理
費
を
負
担
す
る

こ
と
は
な
い
。

町
の
公
益
施
設
部
分
、

町
道
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
等
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
は
。

町
の
子
ど
も
子
育
て
交

流
施
設
、
駐
車
場
の
一
部
、

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、

町
道
等
の
維
持
管
理
費
は
、

年
間
１
９
０
０
万
円
程
度
の

増
を
見
込
む
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
低
体
重
児
、
６
か
月
以

内
の
新
生
児
、
慢
性
疾
患
を

持
つ
高
齢
者
な
ど
は
重
症
化

の
可
能
性
が
高
ま
る
た
め
、

予
防
の
周
知
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
ご
見
解
は
。

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
、
情
報
提

供
・
予
防
啓
発
を
図
る
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
費
用
助
成
の
お
考
え
は
。

ＲＳウイルス感染
症は予防啓発を・
子育て支援は前向
きに対応する
回答（町長）

全
国
で
約
20
自
治
体
が

実
施
し
て
お
り
、
今
後
情
報

収
集
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。

本
町
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
で
絵
本
を
２
冊

贈
呈
し
て
い
ま
す
が
、
絵
本

の
内
容
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
３
歳
頃
に
贈
呈
す
る
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
実
施
の
お
考
え
は
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み
は
、

家
庭
で
の
親
子
の
読
書
の
広

が
り
や
、
子
ど
も
自
身
が
読

書
の
楽
し
さ
を
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
る
た
め
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
事

業
は
乳
幼
児
を
連
れ
た

保
護
者
が
安
心
し
て
外

出
で
き
、
子
育
て
に
優

し
い
町
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
域
全

体
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
る

も
の
で
、
町
内
に
は
、
お
む

つ
替
え
や
授
乳
搾
乳
が
で
き

る
場
所
の
設
置
が
あ
り
ま
す

が
、
場
所
を
分
か
り
易
く
す

る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
考
案
し

ス
テ
ッ
カ
ー
や
の
ぼ
り
旗
を

作
成
す
る
お
考
え
は
。

ま
ず
は
県
が
作
成
し
て

い
る
「
搾
乳
で
き
ま
す
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
搾
乳
で
き
る

場
所
に
設
置
す
る
。
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
の
位
置
づ
け
が
な
い

の
で
、
明
確
に
す
る
た
め
作

成
を
考
え
る
。

民
間
施
設
や
公
共
施
設

に
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
拡
充
し

て
い
く
お
考
え
は
。

民
間
に
は
、
理
解
と
協

力
が
必
要
で
、
今
ま
で
飲
食

店
組
合
等
に
賛
同
を
求
め
て

い
る
。
拡
充
は
必
要
と
考
え

る
の
で
、
進
め
て
い
く
。

駅
周
辺
整
備
・
足
柄
上
地
区
ご
み

処
理
施
設
整
備
等
大
型
事
業
の

�

町
財
政
へ
の
影
響
は

質
問
者

　
井
上　
栄
一　
議
員

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

�

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子　
議
員

新松田駅前広場

贈呈している絵本
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第
６
次
総
合
計
画
の
各

種
事
業
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
た
今
後
の
事
業
展
開
は
。

現
在
、
施
策
動
向
調
査

を
行
い
、
客
観
的
な
指
標
で

点
検
・
評
価
中
で
す
。

　
今
後
２
年
間
は
チ
ル
ド
レ

ン
フ
ァ
ー
ス
ト
の
理
念
を
も

と
に
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

調
査
や
評
価
の
客
観
性

を
広
げ
る
取
り
組
み
は
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
開
催
な
ど
、
町
民
が
評

価
・
検
証
で
き
る
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス

ト
の
理
念
の
町
民
へ
の
周
知

は
。

子
ど
も
の
み
を
優
先
す

る
誤
解
を
避
け
、
全
世
代
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
構
築

を
目
指
す
理
念
で
あ
る
こ
と

を
丁
寧
に
伝
え
ま
す
。

計
画
策
定
前
に
町
民
の

意
見
を
聞
く
機
会
は
。

令
和
７
年
度
に
町
内
15

カ
所
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
、
後
日
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
民

意
を
反
映
し
ま
す
。

他
の
意
見
収
集
手
法
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
若
年

層
と
の
つ
な
が
り
も
拡
大
し

ま
す
。今

後
８
年
間
で
駅
周
辺

エ
リ
ア
は
ど
う
変
わ
る
。

共に歩み成長し
続ける8年間に

回答（町長）

商
業
施
設
や
公
益
施
設

を
配
置
し
利
便
性
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
。
人
口
増

を
図
り
、
足
柄
上
地
区
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を

行
い
ま
す
。

再
開
発
事
業
成
功
の
鍵

は
。

駅
前
は
土
地
が
狭
く
区

画
整
理
等
の
手
法
は
困
難
。

高
度
利
用
を
図
る
再
開
発
が

望
ま
し
い
。

将
来
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

歴
史
と
文
化
を
踏
ま
え

て
駅
を
整
備
し
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
が
丁
寧
に
説

明
し
、
多
く
方
の
賛
同
を
得

ま
す
。
町
民
が
「
住
み
た

い
」「
戻
り
た
い
」
と
思
え
る

町
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
に
ど
の
よ
う
な
期
待
と
ど

の
よ
う
な
連
携
を
考
え
て
い

る
か
。多

岐
に
わ
た
る
福
祉
事

業
の
充
実
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
情
報
共
有
や
情
報
交

換
、
協
議
な
ど
の
連
携
を
も

ち
、
住
民
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
町
と
社
会
福

祉
協
議
会
の
両
輪
で
福
祉
政

策
を
推
進
し
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
会

費
は
、
自
治
会
が
集
金
を
し

て
い
る
の
で
、
人
口
減
と
会

員
減
で
毎
年
減
少
傾
向
に
あ

る
。
今
後
の
活
動
資
金
の
支

援
及
び
人
的
支
援
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

会
費
の
減
少
は
把
握
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支

援
の
方
法
が
あ
る
か
は
検
討

し
て
い
る
。
人
員
に
つ
い
て

は
現
在
に
お
い
て
は
充
足
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
に
ど
の
よ
う
な
期
待

を
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
の

待
遇
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

福祉活動における
さらなる支援について、
研究・検討する

回答（町長）

地
域
住
民
と
の
密
接
な

関
係
を
築
き
、
地
域
の
特
性

や
課
題
を
理
解
し
た
上
で
、

特
に
「
社
会
的
弱
者
」
へ
の

適
切
な
支
援
が
求
め
ら
れ
、

地
域
の
声
を
町
に
届
け
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
委
員
の
活

動
に
期
待
し
て
い
る
。
待
遇

に
つ
い
て
は
、
国
と
町
と
で

支
払
わ
れ
る
活
動
費
は
、
ひ

と
り
年
間
で
約
六
万
円
ほ
ど

で
あ
る
。
今
後
、
委
員
の
業

務
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
欠
員
地
区
の

解
消
、
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
も
、

国
・
県
へ
の
活
動
費
の
増
額

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
多

岐
に
わ
た
る
業
務
の
効
率
化

や
見
直
し
な
ど
、
町
に
お
い

て
も
独
自
支
援
を
研
究
す
る
。

第
７
次
総
合
計
画
（
令
和
９
年
度
か

ら
の
８
年
間
）
の
策
定
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾　
哲
治　
議
員

松
田
町
に
お
け
る
福
祉
政
策
に

�

つ
い
て

質
問
者

　
吉
田　
功　
議
員

タウンミーティング

健康福祉センター
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総
務
省
が
発
表
し
た
令
和

５
年
度
の
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
２
３

年
10
月
１
日
現
在
日
本
の
空

き
家
は
全
体
の
13
．
８
％
を

占
め
、
７
戸
に
１
戸
が
空
き

家
で
あ
り
、
過
去
最
高
で

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
空
き
家
の
現
状

と
問
題
点
は
。

令
和
６
年
本
町
の
調
査

に
よ
る
と
、
空
き
家
の
可
能

性
の
あ
る
物
件
は
１
２
３
件

と
把
握
し
て
い
る
。
発
生
要

因
に
つ
い
て
は
相
続
に
起
因

す
る
も
の
が
多
く
、
土
地
も

含
め
権
利
関
係
の
複
雑
さ
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
移
住
・
定
住
対
策

を
含
め
空
き
家
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
町
の
取
り
組
み
は
。

空
き
家
に
し
な
い
予

防
・
準
備
が
必
要
と
考
え
る
。

町
で
は
毎
年
送
付
す
る
固
定

資
産
税
の
通
知
の
中
に
空
き

家
問
題
へ
の
対
策
の
資
料
を

同
封
し
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

令
和
５
～
６
年
度
で
改
修
・

解
体
計
15
件
の
利
用
が
あ
り

効
果
が
出
始
め
て
い
る
。

空き家問題に対する啓発
に努め、寄地区の皆様の
安全・安心につながる道
路の確保に取り組む
回答（町長）

近
年
の
想
定
外
の
災
害

の
多
さ
と
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
、
国
府
津
・
松
田
断
層

な
ど
今
後
予
想
さ
れ
る
大
地

震
等
で
の
寄
地
区
の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
主
要
道
路

で
あ
る
県
道
７
１
０
号
に
事

故
が
あ
っ
た
と
き
の
代
替
道

路
の
早
期
整
備
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

秦
野
方
面
へ
の
生
活
道
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

土
佐
原
林
道
の
町
道
移
管
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

林
道
の
改
良
工
事
の
進

捗
率
は
約
76
％
で
あ
る
が
相

続
未
登
記
等
、
所
有
者
の
調

査
が
難
航
し
て
い
る
状
況
で

町
へ
の
移
管
時
期
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。
将
来
的
に

は
国
・
県
道
と
し
て
の
整
備

の
可
能
性
も
模
索
し
、
寄
地

区
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
が
る
道
路
の
確
保
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス

ト
と
は
、
子
育
て
支
援
を
厚

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い

世
代
が
親
世
代
の
近
く
に
住

み
、
子
育
て
の
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

親
世
代
と
し
て
は
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
と
い
う
「
子

育
て
支
援
か
ら
は
じ
ま
る
高

齢
者
福
祉
」
の
理
念
で
す
。

し
か
し
、「
子
ど
も
だ
け
に

手
厚
い
松
田
町
」
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
方
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
対
応
策
は
。

６
～
８
月
で
行
う
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
他
に
、

広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
を

強
化
し
て
、
浸
透
率
１
０

０
％
を
目
指
し
、
ご
理
解
頂

け
る
よ
う
対
応
す
る
。

公
園
は
子
育
て
世
帯
が

ほ
ぼ
毎
日
行
く
最
重
要
公
共

施
設
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て

も
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
で

す
が
、
整
備
が
行
き
届
い
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

改
善
の
考
え
は
。

チルドレンファーストは「子
育て支援からはじまる高齢者
福祉」。その理念浸透を徹底し、
町の未来を築きます！
回答（町長）

常
に
満
足
し
て
頂
け
る

状
態
に
あ
る
と
は
言
え
な
い

と
承
知
し
て
い
る
。
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
、
ま
ず
は
利

用
者
の
多
い
公
園
か
ら
整
備

を
強
化
し
、
気
持
ち
よ
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
公
園
環
境

の
創
出
に
尽
力
す
る
。　

若
い
世
代
が
増
え
れ
ば
、

町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
生
じ

て
い
る
担
い
手
不
足
の
課
題

解
決
の
糸
口
に
も
な
り
得
ま

す
。「
松
田
町
こ
ど
も
・
子

育
て
応
援
宣
言
」
を
条
例
化

し
て
、
松
田
町
の
指
針
と
し

て
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は

い
か
が
か
。

９
月
定
例
会
に
上
程
で

き
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

松
田
町
は
消
滅
可
能
性
都
市

か
ら
脱
却
し
た
が
、
気
を
抜

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
任

の
町
長
も
仰
っ
て
い
た
よ
う

に
松
田
町
の
歴
史
と
文
化
を

守
る
た
め
に
は
若
い
世
代
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
危
機
感

を
も
っ
て
、
松
田
町
全
体
で

一
丸
と
な
れ
る
よ
う
臨
ん
で

い
く
。

町
の
空
き
家
対
策
と

土
佐
原
林
道
の
進
捗
状
況
を
問
う

質
問
者

　
飯
田　
一　
議
員

チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
の

�

推
進
に
向
け
て

質
問
者

　
北
村　
和
士　
議
員

宮下児童公園
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第２回  松田町議会定例会審議結果一覧（６月議会）
◯全員賛成で可決した議案� ※平野由里子議長は採決には加わらない。

議案等番号 議案名等

議案３０
松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例及び松田町特別職の
職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
◎国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律等の改正に準じた条例改正

議案３１ 工事請負契約の締結について（令和６年度松田町立松田中学校屋外運動場整備工事（繰越明許））
◎�株式会社スポーツテクノ和広神奈川営業所と6392万5224円で契約するためのもの

議案３２ 物品購入契約の締結について（令和７年度消防団第四分団消防車両購入）
◎�株式会社モリタ東京支店と1999万8000円で契約するためのもの

議案３３ 物品購入契約の締結について（令和６年度多目的トイレカー購入（繰越明許））
◎株式会社トイファクトリーと1141万4229円で契約するためのもの

議案３５ 令和７年度松田町一般会計補正予算（第１号）
◎物価高騰対応臨時交付金事業などに係る補正

議案３６ 令和７年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
◎法改正に伴う介護保険システムの改修に係る補正

議案３７ 松田町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
◎町長及び副町長の給料について減額措置を講じるための条例改正

同意２ 教育委員会教育長の任命について
◎野崎智氏を再任

△賛成・反対があった議案 ○…賛成　●…反対　可…可決

議案
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　

功

中
津
川�

定
雄

秋
田
谷�

光
彦

古
谷�

星
工
人

田
代
　

実

井
上　

栄
一

南
雲�

ま
さ
子

飯
田
　

一

寺
嶋
　

正

議案３４
物品購入契約の締結について（令和６年度食料運搬車
購入（繰越明許））
◎�有限会社石井自動車整備工場と863万3458円で契約
するためのもの

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○報告
議案等番号 議案名等

報告３
専決処分の報告について（松田町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例）
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関
する法律施行令の一部改正に伴う条例改正の報告

報告４

専決処分の報告について（松田町指定地域密着型サービスの事業者の指定並びに事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例及び松田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例）
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の
推進を図るための関係法律の整備に関する法令による栄養士法の一部改正に伴う条例改正の報告

報告５
令和６年度松田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、旧寄中学校校舎改修事業、地域防災緊急整備事
業など11事業５億2533万７50円を、令和７年度へ繰越した計算書の報告

報告６
令和６年度松田町上水道事業会計予算繰越計算書の報告について
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、河南沢配水池倉庫設置事業1200万円を、令和７
年度へ繰越した計算書の報告

報告７
令和６年度松田町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
◎�町長の専決処分事項に関する条例の規定により、公共下水道維持補修事業49万5000円を、令和７
年度へ繰越した計算書の報告



8討論は、討論者本人の原稿を尊重し編集しています。

第２回  松田町議会臨時会審議結果一覧（５月22日）
◯全員賛成で可決した議案� ※平野由里子議長は採決には加わらない。

議案等番号 議案名等

承認１� 専決処分の承認を求めることについて（松田町税条例の一部を改正する条例）◎地方税法等の一部改正に伴う税条例の改正

承認２� 専決処分の承認を求めることについて（松田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）◎地方税法等の一部改正に伴う国民健康保険税条例の改正

議案２9� 工事請負契約の締結について（令和６年度松田町立寄小学校校舎大規模改修工事（繰越明許））◎�山一産業株式会と１億86７8万円で契約するためのもの

△賛成・反対があった議案 ○…賛成　●…反対　退…退席　可…可決

議案
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　

功

中
津
川�

定
雄

秋
田
谷�

光
彦

古
谷�

星
工
人

田
代
　

実

井
上　

栄
一

南
雲�

ま
さ
子

飯
田
　

一

寺
嶋
　

正

議案28 松田町長の在任期間に関する条例を廃止する条例
◎�詳細はP９〜10のとおり 可 ○ ○ ● ○ ○ ○ 退 退 ○ ○ ○

議案第28号　松田町長の在任期間に関する条例を
 廃止する条例 【討論】

賛成討論 寺嶋　正　議員
　松田町長の在任期間に関する条例を廃止する条例に、
賛成の立場から討論を行います。公職選挙法および地
方自治法では、市町村長の任期は４年（地方自治法第
140条）と規定されています。原則、満25歳以上の被
選挙権を有し、国内の誰でも立候補できます。市町村
長の職務、権限は、市町村を代表する独任制の執行機
関とて市町村の組織を統括し、事務を管理し執行しま
す。予算の提案・執行、条例の制定・改廃の提案及び
その他議会の議決すべき事件について議案を提出した
りすることができます。
　現条例の第一条は、町長が町の事務の管理及び執行
に関し幅広い権限を有する地位にあることを鑑み、町
長の職に同一の者が長期にわたり在任することにより

生ずるおそれのある弊害を防止するため、町長の在任
期間について定め、もって町政運営の活発化及び町の
更なる進展を図ることを目的とする、とありますが一
概に言えないと思います。弊害があると感じていれば
町長を辞めるか、立候補しなければよいのでないかと
思います。第二条では、町長の職にある者は、その職
に連続して３期を超えて在任することのないよう努め
るものとする、とありますが拘束力がなく、立候補の
妨げになると思います。
　選挙では町民の方々に一期４年ごとに判断していた
だくこと、次の町長を縛る条例は廃止することなどを
申し上げ、町民の意見を尊重して賛成討論とします。
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直接請求制度と松田町長の在任期間に関する条例を
 廃止する条例が可決となった経緯
　令和７年第２回臨時会において、住民による直接請求を受け、松田町長の在任期間に関する条例を廃
止する条例が議会に上程され、審議の結果、可決されました。ここでは、直接請求制度とその経緯につ
いて解説します。

●直接請求制度
　間接民主制を補完する仕組みとして、地方公共団体の議会の議員及び長の選挙権を有する者の一定数
以上の連署（署名）を集めることで、その代表者から一定事項を請求することができる制度です。

　直接請求の主な種類、必要な署名数、請求先は以下の表のとおりです。
種類 必要な署名数 請求先

条例の制定・改廃の請求
選挙権を有する者の50分の１以上

長

事務の監査請求 監査委員

議会の解散請求 選挙権を有する者の３分の１以上
（議員の解職請求の場合、選挙区があるとき
は、所属する選挙区を単位として計算する。）
(※)�選挙権を有する者が40万を超え80万以下の場
合にあってはその40万を超える数に６分の１を乗
じて得た数と40万に３分の１を乗じて得た数とを
合算して得た数、80万を超える場合にあってはその
80万を超える数に８分の１を乗じて得た数と40万
に６分の１を乗じて得た数と40万に３分の１を乗じ
て得た数とを合算して得た数。

選挙管理委員会

解
職
請
求

議員

長

主要な公務員
（副知事、副市長村長、
選挙管理委員等）

長

一般的な流れは下記の図のとおりです。
＜松田町の場合＞ （条例の制定または改廃の請求の場合）

④署名収集 ③�署名収集
の委任

①請求代表者証明書交付申請

②請求代表者証明書交付

⑨署名簿の返付

⑤署名簿の提出④署名収集（１か月以内）

⑧異議の申出

選挙が行われる場合は、
署名禁止期間を除き31日以内

住　
　
民

受

任

者

請
求
代
表
者

町　
長

選
挙
管
理
委
員
会

⑥
署
名
の
審
査

　
︵
20
日
間
︶

⑦
署
名
簿
の
縦
覧

　
︵
７
日
間
︶
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議
員
参
加
研
修
報
告

▼
新
議
員
研
修
会
（
神
奈
川
県
町
村
議

会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
５
月
13
日
（
火
）　
14
時
～

・
場
所　
神
奈
川
自
治
会
館

・
講
師　
県
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局

　
参
事　
沼
田　
卓　
氏

・
内
容　
議
会
運
営
の
基
本

　
現
在
１
期
目
の
議
員
１
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

▼
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

（
全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　
５
月
27
日
（
火
）　
13
時
～

・
場
所　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
講
師　
①
内
閣
府
政
策
統
括
官
防
災

担
当
付
参
事
官
防
災
デ
ジ
タ
ル
物
資
支

援
担
当　
松
本　
真
太
郎　
氏　
②
明

治
大
学
名
誉
教
授　
青
山　
佾　
氏　

③
同
志
社
大
学
名
誉
教
授　
　
新
川　

達
郎　
氏

・
内
容　
①
広
域
災
害
対
応
策
を
含
め

た
自
治
体
の
災
害
対
応
力
に
不
可
欠
な

「
防
災
Ｄ
Ｘ
」　
②
平
成
か
ら
の
災
害

に
学
ぶ
復
旧
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
課

題　
③
災
害
と
議
会
・
議
員
の
役
割

　
平
野
議
長
、
南
雲
副
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

令和7年2月26日（条例改廃請求代表者）町長に請求代表者証明書の交付申請
（請求の要旨）
「松田町長の在任期間に関する条例」は、町長の任期に上限を設けることで、町政運営の長期的な継
続性や安定性を損なう可能性があります。この条例が適用されることで、重要な政策が中断されたり、
町の将来計画が途切れる懸念が生じます。また、住民が選挙を通じて自由に代表を選ぶ基本的な権利が
制限されることになり、地方自治の本旨である「住民自治」や「民主主義の原則」に反する側面がある
と言えます。
　さらに、現在の選挙制度においては、候補者の政策や人柄を住民が直接判断し、自由に選択する仕組
みが整っています。多選を理由に候補者を排除することは、住民の自由な意思表明の機会を奪う行為と
も解釈されます。また、選挙自体が民主的なプロセスであり、必要であれば住民は多選を選択しないと
いう判断を下すことも可能です。そのため、条例による制限は過剰であり、不必要であると言えます。
　町民がより自由に意思を反映できる公正な選挙環境を整えることが、自治体の健全な発展にとって重
要です。このため、当該条例を廃止し、住民自治と民主主義の基本原則を尊重した政治環境を構築する
ことを強く求めます。

令和7年３月５日（松田町）条例改廃請求代表者証明書を交付し、告示
　　　　　　　　　※署名収集期間は法定により1ヶ月のため、4月5日まで

令和7年３月26日（条例改廃請求代表者）松田町選挙管理委員会に署名簿を提出

令和7年4月14日（松田町選挙管理委員会）関係人の縦覧期間および場所を告示
　　　　　　　　　※縦覧期間は法定により１週間のため、４月16日〜22日

令和7年4月15日（ 松田町選挙管理委員会）署名簿の署名の証明（署名の審査）が終了、「署名総数423
人、有効署名総数412人」と告示

令和7年4月24日（ 松田町選挙管理委員会）署名簿の縦覧が終了し、異議の申出がなかったため、署
名の効力が確定し、その旨を告示

令和7年５月1日（条例改廃請求代表者）条例改廃請求書の提出

令和7年５月2日（ 松田町）条例改廃請求書を審査し、有効に成立している請求と認められたため、受
理。条例改廃請求代表者の住所、氏名及び請求の要旨を告示

令和7年５月22日（松田町議会）令和7年第2回松田町議会臨時会で審議し、賛成多数にて可決

令和7年５月23日（松田町）審議結果について令和7年５月23日付けで告示

●松田町長の在任期間に関する条例を廃止する条例が可決となった経緯
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令和６年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ
の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。
　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は
年度末に返還することになっています。
　令和６年度の政務活動費の使途は、松田町で政治課題となっている諸般のテーマを研究するために先進地へ
の視察（調査旅費・研修費）や事務消耗品の購入等に使用されていました。
� （単位：円）

議員氏名 交付額
支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

④
事務費 支出計

北村��　和士 60,000� 63,993� 0� 5,964� 0� 69,957� 0� ①調査旅費（※１・２）③議会報告広報紙代

武尾��　哲治 60,000� 44,253� 0� 0� 0� 44,253� 15,747� ①調査旅費（※１）

吉田��　　功 60,000� 49,253� 0� 0� 13,690� 62,943� 0�
①調査旅費（※１）、研修費（全国人権・
同和教育研究大会参加資料代）④事
務消耗品購入費

中津川��定雄 60,000� 77,423� 0� 20,000� 15,400� 112,823� 0� ①調査旅費（※３・４）③議会報告広報紙印刷代④事務消耗品購入費

秋田谷��光彦 60,000� 75,650� 0� 0� 0� 75,650� 0� ①調査旅費（※４）

古谷��星工人 60,000� 75,650� 0� 0� 0� 75,650� 0� ①調査旅費（※４）

平野��由里子 60,000� 87,158� 0� 0� 0� 87,158� 0� ①調査旅費（※３・４）

田代��　　実 60,000� 77,518� 0� 0� 0� 77,518� 0� ①調査旅費（※３・４）

井上��　栄一 60,000� 77,518� 0� 0� 0� 77,518� 0� ①調査旅費（※３・４）

南雲��まさ子 60,000� 52,886� 0� 0� 0� 52,886� 7,114� ①調査旅費（※１・３）、研修費（自治体・公共Week2024視察交通費）

飯田��　　一 60,000� 48,968� 0� 0� 19,800� 68,768� 0� ①調査旅費（※１・３）④事務消耗品購入費

寺嶋��　　正 60,000� 46,121� 0� 0� 0� 46,121� 13,879� ①調査旅費（※１・３）

合　計 720,000� 776,391� 0� 25,964� 48,890� 851,245� 36,740�

視察の主な内容
※1���徳島県徳島市、上勝町、神山町��⇒��徳島市新町西地区市街地再開発事業、上勝町はっぱビジネス、神山

バレーサテライトオフィス・コンプレックス
※2��石川県輪島市��⇒��能登半島地震及び豪雨災害による被災と復旧・復興状況等について
※３��海老名市��⇒��厚木駅南地区市街地再開発事業
※4�� 香川県高松市、愛媛県松山市、広島県尾道市��⇒��高松丸亀町商店街再開発事業、松山市のまちづくりに

ついて、ONOMICHI　U２（ユウツー）
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夏
本
番
を
迎
え
、
松
田
町

内
で
は
青
空
の
下
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
声
や
蝉
の
鳴

き
声
が
響
き
渡
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
6

月
定
例
会
の
報
告
を
は
じ
め
、

町
政
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

話
題
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
と
っ

て
、
少
し
で
も
議
会
の
動
き

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
声
が
、
よ

り
よ
い
町
づ
く
り
の
原
動
力

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
分

か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

�

（
武
尾
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　��

吉
田
　
　
功

副
委
員
長
　��

武
尾
　
哲
治

委
　
　
員
　��

平
野
由
里
子

委
　
　
員
　��

秋
田
谷
光
彦

委
　
　
員
　��

中
津
川
定
雄

委
　
　
員
　��

北
村
　
和
士

住みやすい町を目指して…住みやすい町を目指して…60

元自治会長連絡協議会長　元神山自治会長　北
きた

村
むら

重
しげ

治
はる

さん（神山在住）

自治会再考！ つなぐ・繋がる

令和７年 第３回定例会は令和７年 第３回定例会は
９月９日（火）開会予定９月９日（火）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。

発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

【はじめに】令和７年４月、写真右側の私から新
会長の大舘郁夫さんにバトンタッチ。また組長さ
ん19人、そして新任／継続を含む専門委員さん
や民生委員さん18人の計3７人の役員さんが新執
行部となり、神山自治会（会員数250軒強）の新
年度がスタートしました。初めまして、私は今年
の３月迄３期６年間、神山
自治会の会長を務め、令和
５年度では26ある松田町
の自治会の連絡協議会の会
長を１年間務めさせて頂き
ました北村重治と申します。
各自治会の運営方法が異な
ること、また人によりさま
ざまなご意見があることは
承知しておりますが、私な
りの自治会についての想い、
考えを述べさせて頂きます。

【自治会って何だろう？】学校や会社その他と違い、
自治会は生活者の集りであり、年齢・仕事・嗜好
等の異なる人達の集りです。そこには自分はやら
なくてもよいが誰かはやらなくてはならない事が
あり、その対応が必要です。そしてそれを行うの
が自治会です。

【自治会での原則】“出来る人が出来る事をやる”「今
日は出来ない、高齢で出来ない」は、「今日では
ない日は出来る、若い時はやって頂いていた」と
いうことです。

【自治会で大事なこと：繋がり】同県人・同町民・
同自治会員・同組内は、意識が有る／無しに関わ

らず、一歩外に出ると愛着
（繋がり）を感じます。特
に自治会内、組内は歩いて
行ける距離。突発の有事の
際、そこに居るということ
は非常に大事。東日本豪雨
の際、９割以上の救急車の
出動要請を断らざるを得な
かったとの報道を見ました。
有事発生時、また平時で
の会員の近くの用水路清

掃を行う等大事な繋がりです。また、神山には神
社があり、年２回の催事・清掃を行っております。
催事の際には町長様・町議会議長様に列席を賜り、
時間を超えた繋がりを継続しております。他に自
治会内での情報共有等繋がりもあります。

【あとがき】まとまりの無い文章、失礼しました。
自治会の大事さを少しでも感じて頂けたら幸いです。


